
18－広報つくばみらい2019年５月号（No.157）－

小張に本拠地を置くサッカークラブ「アイデンティみら
い」が、関東サッカーリーグ２部のシーズン開幕戦を、
5-0 の勝利で飾りました。この日２得点の活躍で勝利に
貢献した喜

き た

多翔
しょういち

一選手は「開幕戦だったので、勝てて
よかった。アウェーの試合でも勝ち点が取れるよう、チー
ム一丸となって練習に励みたい」と話し、５-０の大
勝の後でも、気を引き締めていました。次のホーム戦は、
４月 28日㈰と５月５日㈰に開催されます。

関東サッカーリーグの新シーズンが開幕
イデンティ、大勝で発進ア

春らしい暖かな陽気となった４月６日、市内の桜が満開
となり、福岡堰をはじめとした桜の名所では、家族連れ
などでにぎわいました。花見に訪れた皆さんは、レジャー
シートを広げてお弁当を食べたり、記念撮影をするなど、
青空と桜の美しいコントラストが織りなす絶景を楽しみ
ました。きらくやまふれあいの丘では、例年人気を博し
ている桜のライトアップも行われました。昼間とは異な
る幻想的な姿に、多くの人が見入っていました。

各所で花見を楽しむ姿
爛漫、市内の桜が満開に春

平成 30年度の茨城みなみ農協直販部会の農産物販売にお
いて、最も売り上げが良かったとして、トマト農家の野

のぐち

口
嘉
よしのり

徳さんが「つくばみらい市長賞」を受賞しました。筒戸
で「野口ファーム」を営む野口さんは、トマト栽培一筋。
通常は、店頭で赤く色づくように、まだ熟していない状

筒戸の野口さん、市長賞を受賞
マト販売で JAから表彰ト

態で出荷されるトマ
ト。市内の直売所に
出すときは、畑から
も近いので、樹上で
熟したトマトを収穫
しているため「新鮮
でおいしい」といい
ます。野口さんは「今
後も継続して、食べ
る人に喜んでもらえ
るものをつくってい
きたい」と笑顔で話
してくれました。

多くの花見客でにぎわう福岡堰

写真㊧：見事に咲き誇る桜（きらくやまふれあいの丘）、写真㊨：ボランティア
「木楽工房」の皆さんによる手作りの竹灯篭（きらくやまふれあいの丘）


